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山口県阿武郡・佐波郡下ロウ石鉱床調査報告
時　津　豪　人＊　　上　野　三　義＊

Rδseki　Deposits　in　the　Abu　and　Saba　Districts，Ya単aguchi　Prefecture

By

Takato　Tokitsu＆Mitsuyoshi　Ueno

Abstract

　　“Rδseki”－deposits　in　the菖e　districts　are　of　hydrothermal　replacement　type　and　occur

in　acidic　rocks　such　as　rhyolite　and　quartz　porphyry。

　　Many“R6seki”deposits　in　these　districts　are　classi飴d　into　two　types二〇ne　is　pyrophy1．

1ite　（R6seki）deposit　an（1the　other　is　kaoline　（R6seki）deposit

　　Pyrophyllite　ores　are　composed　mainly　of　pyrophy乳1ite　associated　with　quartz，dias加re，

andalusite，corundum，』sericite，kaolinite，alunite，rutile，hematite　and　iron　sulphide．Constituent

minerals　of　kaoline　ores　arβkaolinite　with　small　amount　of　quartz，diaspore　alunite　an（i　iron

sulphide．These・‘‘R6seki”ores　are　suitable　for　the　use　of　ceramic　raw　materia1亀

　　　　　　　要　 旨

山口県阿武郡下および佐波郡下には中生代末期から第

三紀中新世にわたる火山活動にょつて噴出したといわれ

る流紋岩類が広く分布し，この流紋岩類中に多くのロウ

石鉱床が胚胎されている。これらのロウ石館床は主要構

成鉱物によつて次の2つの型に大別される。

　（1）葉ロウ石質ロウ石鉱床…・宇久・日耐奈古・名

　　振奈古・名振河内・奈古河内・犬平・木与・名

　　振・東谷の諸鉱床および滑鉱床の一部

　（2）　カオリン質＃ウ石鉱床・…須佐・岩尾・蔵田・

　　滑の諸鉱床および東谷鉱床の一部』

　これらのロウ石鉱石の構成鉱物の共存関係は次の通り

である。

　　　　　　　ダイ　　　　　　　カオ　　　葉白石英アス紅桂鋼玉絹雲リナ明碧i
　　　ウ石　 ，　　石　　　母　　　石　　　　　　　ポア　　　　　　　、イト
葉ロウ石　◎　O　O　O　O　△　△　△
質・ウ石

カオリン’
　　　　×　O　△　×　x　△　◎　△質・ウ石

◎主要鉱物

O」般に伴なわれる鉱物
△比較的少ない鉱物』

×共存しないかあるいは含有がきわめてまれな鉱物

1．緒　言
山口県の北東部に分布する流紋岩・石英斑岩地帯に

＊鉱床部

は，これを母岩とする熱水性ロウ石鉱床が胚胎され，こ

とに阿武郡および佐波郡の一部に．わたつて多数のロウ石

鉱床が点在する。それらのうちには大正の初期から稼行

されているものもあるが，本格的に稼行され始めたのは

昭和12年頃からで，当時は主として耐火煉瓦原料用と

して北九州方面へ出荷していた。最盛時にはfo数鉱山

によつて稼行されたこともあつたが，昭和29年5月の

調査当時採掘されていたのは僅かに数鉱山に過ぎなかつ

た。現在は主として耐火煉瓦原料用として出荷され，一

部は陶磁器用やルツボ用としても利用されている。・調査

期間は約3週間であつて各鉱床の調査日数が少ないため

に，調査は主要な鉱床と非金属課が調査していない鉱床

に限定した。調査に際し各鉱山から種々調査上の便宜が

よせられた。こXに深く感謝の意を表する乙なお鉱石の

分析ならびに耐火度試験は特記しない限り本所技術部化1

学課大森江い技官および阿部喜久男按官がそれぞれ行つ

たものである。

2．位置および交通

本地域は第1図に示すように山口県の北部を占め，鉱

床の大部分は山陰線奈古駅から江崎駅にかけて目本海沿

岸に比較的近い山地にあり，帯状に分布する。他の2，3

の鉱床は山口線地福駅附近に点在している。一部の鉱山

を除いてはいずれも鉄道に近接し，交通・搬出ξもに便

利であり，特に北九州方面に対しては他の官ウ石鉱山よ

りも優位な位置を占めている。駅から各山元まではいず
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第1図位置・交通図

れもトラックあるいは三輪車を通じ，鉱石は主として北

九州，名古屋方面へ送られている。

3．地形および地質概説

鉱床の賦存する地域は阿武郡から佐波郡にわたる広大

な地域を占め，標高200～1，000mの急峻な山地が不規

則に起伏している。

本地域の地質はおもに砂岩および粘板岩からなる中生

層を基盤とし，これを貫ぬく火成岩類・第三紀層の砂

岩・頁岩・礫岩ならびに沖積層からなつている。

鉱床の密集する阿武町から田万川町に至る沿岸に沿う

地域は1白璽紀の下関亜層群に対比される凝灰質砂岩・

頁岩・礫岩を貫ぬく花崩岩質岩石（花醐岩・花嵩斑岩）

と，・流紋岩類（流紋岩・流紋岩質凝灰岩・石英斑岩）およ

び安山岩類1（変朽安山岩・輝石安山岩）の熔岩流からな

る。また須佐町附近には流紋岩および第三紀中新世の砂

岩・頁岩・礫岩の互層を貫ぬいた斑励岩類が露出する。

蔵田鉱山・滑鉱山を含む阿東村地区は白璽紀層を覆う

流紋岩・酸性凝灰岩・石英斑岩が広範囲に分布する地域

の一部を占め，これらの岩石は閃緑岩・玲岩などの岩脈

によつて貫ぬかれている。

多くの火成岩類中鉱床の母岩をなすむのは珊岩および

流紋岩類であるが，おもなものは流紋岩および同質凝灰

岩である。この流紋岩類は石英斑岩と相伴なつて中国地

方に広く分布する流紋岩類の一部をなL，中生代末期か

ら第三紀中新世までの火山活動期に数次にわたつて噴出

したものと解釈されている（第2図）。』

もピィニ生

第2図　 阿武郡●佐波郡士也区におけ’る流紋岩。石英斑岩と

　　　　　ロゥ石鉱床分布図

　流紋岩は一般に緑灰色ないし淡灰色を呈し，一石英・ア

ルカリ長石・斜長石および黒雲母を斑晶とし燐灰石・身

ルコンなど塗含んでいる。流紋岩は部分的に相当岩相の

変化渉あり，石英や斜長石の大ぎい斑晶を多数含むも

、の，10cm以下の砂岩・粘板岩等の小礫を含み角礫状を

呈するもめ，および緻密で石英や長石類の斑晶が小さく

流理構造を呈するものなどがある。一般にやX変質して

緑泥石・カオリン・絹雲母および方解石などが生じ，鉱

床の近くでは珪化作用・粘土化作用等を蒙つている。

4．ロウ石鉱床概要

　この地域の旨ウ石鉱床は流紋岩・同質凝灰岩・石英斑

岩・変朽安山岩・砺岩などを母岩とする浅熱水性の塊状

ないし脈状交代鉱床であつて，流紋岩中に胚胎される鉱

床が最も多い。

　鉱床の分布状態を地域的にみると，奈古一木与一須佐

一江崎を連ねる地域と地福駅附近とに区分され，前者は

さら嗜奈古地区と須佐地区に偏在性が認めわれる。すな．

．わち奈古地区には宇久鉱山をはじめ日耐奈古・名振奈

古・奈古河内・木与・大平鉱山などの葉ロウ石を主要鉱

物とする葉冒ウ石鉱床が多く，これらは鋼玉・紅柱石な

どが共生する高温性の鉱床である。須佐地区では名振鉱

山（葉鮮ウ石鉱床）を除くと，須佐・岩尾などの鉱山には

車としてカオリンからなるロウ石鉱床ガ逗多く，明馨石を

伴なう傾向がある。東谷鉱山は両老の中間型に属する。

また地福地区には鍋倉鉱山の葉＃ウ石鉱床と蔵田・滑両

鉱山のカオリン質官ウ石鉱床とがある。

18一（84）



山口県阿武郡・佐波郡下・ク石鉱床調査報告　（時津孝人・上野三義）

／

■

疋9・‘0550溺～0ω

覇額、｝理論値

×　栗ろう石質ろう石

　力オヲン算ろラ石

　　　　　　響翻螂
　　．疹、，ノ髪編翼希
　　×〆　、293〆02
　　　　　　　　　『4月面ごμ5でご69帽た々

＼

φ05ρ0厚

欝4び耀

第3図　ロウ石のIg．10ss　or　H20（十）一A1203－SiO2

　　　　　3成分関係図
3木与　　　SK34
4　字　久＊　　　　・’　26

5　字　久＊　　　　〃　28

7宇久　　　　〃　34
12　　…奈古薯可内　　　　　　　〃　　35

14　　…奈1古？可内　　　　　　　”　　32

15名振奈古　　’〆28
18　　大　　平　　　　　　　　〆’　　35

　＊絹雲母の多い鉱石

20須佐’

29東谷
32蔵田
33蔵田
38滑
41鍋倉
45宇久＊

SK34
・’34（？）

’ノ　35

μ　35

〃　35

ヂノ　35

〃　30

　また宇久一木与地区の葉＃ウ石鉱床で脈状あるいは小

塊状をなして鉱床全体に絹雲母が生成されているのが特

徴であうて，鉱石が高馨土質にもか～わらず耐寒度がや

・や低い。

　各鉱右の化学成分をAl，03，SiO2およびIg．10ssあ

るいはH20（＋〉の重量百分比による3成分系図にプロ

ットすると第3図の通りであり，葉ロウ石・石英・ダイ

ァスポア・紅柱石・鋼玉の共生する鉱石は石英（Sio2）」

・葉ロウ石（4SiO2・A1203・H20）一ダ』イァスポア（A1203・

H20）を結ぶ嘩線の近くに位置を占め，耐火度の高低は

この線に沿つて，すなわち．A1203の増減によつてほ黛

規則正しく変化する。しかし絹雲母を含む葉ロウ石鉱は

絹雲母の含有量が多いものほど耐火度が低下する。

　鉱床地帯にみられる熱水変質作用としては珪化作用・

カオリン化作用・絹雲母化作用・葉ロウ石化作用・明馨

石化作用などがあり，硫化鉄・含チタソ鉄鉱物（チタン

赤鉄鉱）・赤鉄鉱などが局部的に濃集，している。

5．鉱床各論

　5．1宇久鉱山
　5．1．1　位置および交通

　本鉱山は第工図に示したように山口県阿武郡阿武町大

孚宇久にあり，山陰線奈古駅の北東方直踵約4kmの地

点に位置し，この間はトラヅクを通ずる道路がある。山

元一耐火煉瓦工場間は約5，km，鉱石の搬出はきわめて

・便利である。

　5．1．2沿革および現況

　鉱区番号　山口県採登921号

　鉱業権者　大阪市南区末吉橋通り4丁目16

　　　　　日本耐火工業株式会社

　沿革　当鉱山は稼行され始め，て，すでに40年に近いと

いわれるが詳細は明らかでない。現在の鉱業権者は昭和

12年4月，国際耐火煉瓦株式会社から採掘権を譲り受

げ，同13年，6月阿武町（旧奈古町）に耐火煉瓦工場を設

立して現在まで引続き稼行している。鉱石のほとんど全

量を奈古工場に供給L，ごく少量を同社片上工場へ出荷

する。採掘量は月約1，000t，耐火煉瓦は月産約1，200t

である。

　右工3地形瞬び地質

　鉱山附近には比較的急峻な地形を呈する標高200～

一400mの山々が起伏し，北は日本海にせまつている。

　鉱山附近の地質は第4図に示すように，黒雲母花嵩岩

とこれを覆う流紋岩および沖積層がうなつている。

　黒雲母花嵩岩は石英・アルカリ長石・斜長石および黒

雲母を主成分とし，燐灰石・ジルコン等を含んでいる。

一般に露出面は新鮮であるが長石はやΣ変質してカオリ

ン・絹雲母等が置換しているこ≧がある。．

　流紋岩は斑晶の石英・アルカリ長石・斜長石および微

晶質石基からなり，少量の有色鉱物を含有Lている。石

英は径0．5～2．2mm，斜長石は長さ0．5～1．00mm程

度の大ぎさでカオリン化および絹雲母化していることが

多く，有色鉱物はほとんど緑泥石化されている。一般に

熱水変質作用により溶脱して灰白色を呈する部分が少な

くなく，鉱床に近い所では粘土化または珪化されたもの　　　．

が多い。

　こゐほか鉱山のト旨軌条の南側に点々と石英珊岩様の

岩石が露出しているが熱水変質作用を受けているので原

岩の決定は困難である。

　変質母岩は鉱体に近づくにつれて絹雲母化の程度が強

ぐな9・鉱床に漸移する場合もあるが・おxむね鉱床と

母岩とは変質粘土化帯（絹雲母化帯）一硫化鉄帯一鉱床あ

るいは変質粘土化帯一硫化鉄帯一珪化帯ナ鉱体の順で，

移化する場合が多い。硫化鉄ゐ生成は全般に少なく，淡

黒色の墨流し状の微粒子集合部をなす場合と鉱染する場

合があり，お玉むね鉢床周辺部に偏在している。珪化帯

は鉱床の周辺に発達し，鉱床を囲んで1～3mの狭い範

囲に生じ，この部分を検鏡すると葉旨ウ石が塵かに含ま

れ，大半が微細な石英からなつている。また鉱石の部分

と珪質部とが厚さ5～10mの間隔で縞状をなすことも

あり，鉱床中に不規則に珪質部が含まれることもある。

　5．1．4鉱　床

　本鉱床は流紋岩を母岩とする浅熱水性交代鉱床で不規
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第4図　字久鉱山附近地質図

則塊状をなすこと炉多い・鉱床内部においても品質に相

当変化があり，母岩は珪化・絹雲母化・カオリソ化およ

び葉ロウ石化を受け，鉱床の近くでは珪化帯・黄鉄鉱鉱

染帯を伴なうことが多い。鉱床はそれぞれ東西方向に延

び，現在知られている5つの鉱体がそれぞれ東北東一西

南西方向の直線上に配列され，60～800の傾斜を示す。

鉱化帯の延長は約500mに達する。

　1号鉱体；東西約30m，南北約40mの規模をもつ

不規則塊状鉱体で，珪化帯と硫化鉄鉱鉱染帯を不規則に

伴ない，厚さ約5mの角礫粘土化帯が鉱体のほ富中央

を東西に走つている。珪質部に縞状をなして鋼玉が生成

され，SKl33～34の硬質鉱を伴なうごともあるが，鉱床

全体としては葉ロウ石に冨む良質鉱が少ない。

　2号鉱体：東西約50m，南北約60mの不規則塊状

をなす鉱体で戸ウ感の強い良質部および珪質の貧鉱部

（SK：29～31）が不規則に混在し，下部には硫化鉄の多い

部分が認められる。

　3号鉱体二東西約80m，南北約70mの塊状鉱体で

本鉱山では大きい鉱体の1つである。ほ父中央はSK31

～諺程度の良質部からなり，鉱床の周辺は石英の多い・

SK30～31，程度の鉱石で囲まれ，また5～10mの厚さ

で珪化帯と鉱石が綿状をなすこともある。 かつては露天

掘りで採掘したが現在は3坑坑道で鋸入れ探鉱Lた結果

露天切羽の東側下部でギイアスポア・紅柱石・鋼玉を混

えるSK33戸》34の高馨土質富鉱部を発見した。鉱体の

下部には硫化鉄帯が認められる。

　1号鉱体・2号鉱体から3号鉱体および5号鉱体の一一

部にかけてほ黛東西に走る厚さ1～10mの角礫化した

白色粘土帯があり，しばしばこの部分が粘性の強い2次

的富鉱部を形成しているが，この角礫部は鉱床生成後の

破砕作用による破砕帯と思われ，鉱体の配列する方向と

一致する。
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　5号鉱体二膨縮するレンズ状を示し，7下部にや玉広が

り，南へ約800傾斜する。規模は延長方向へ約100m，

幅約60mで本鉱山の鉱床中最も大きくかつ高馨土質官

ウ石を多量に含む鉱体である。良質部と珪質部とが混じ

つてブロヅク状をなし，鉱体のほ黛中央から東側はダイ

アスポア・紅柱石に富み鋼玉の散点する部分が多＜，こ

の下部は硫化鉄が漸次増加する傾向にあ為。

　旧品川鉱体；東西約40m，南北約50mの小さい塊

状鉱体で部分的に高品位の所もあるが，一般に珪質の

SK30～31程度の鉱石からなつている。

　これら5つの鉱体はほ黛東西に連なつて断続Lており

3号鉱体から旧品川鉱体間には探鉱余地を残している。

各鉱体における上下の変化は，ほ黛3号鉱体を境とし，

西側の鉱体では上部と周辺に珪化帯が発達し下部に鉱床

が延びているが，東側の鉱伽とは著しい珪化帯を認めず

露天切羽地並直下に硫化鉄の鉱染帯があり鉱床が縮小す

るようである。鉱床中には絹雲母が裂薩または節理をみ

たし，厚さ1～数cmの不規則脈状・綱状あるいは鉱染

状に，または径数～数10cmの塊状をなして含まれてい

ることが多い。特に3号鉱体，5号鉱体に絹雲母の生成

が著しい。この絹雲母の生成は他の地域のロウ石鉱床よ．

りも特に多いようであり，絹雲母は後述する諸試験の結

果白雲母に近い種類に属している。絹雲母が多いため鉱

石の平均耐火度をSK1～2程度低下させているが，耐

火煉瓦原料としては粘性が補強される点で利用しやすい

．といわれる。

　5．1．5鉱石および品位

　一般に他の地区のロウ石鉱床に比較して光沢と質ウ感

に乏しく，表面もダイアスポアやカオリナイトを含むた

めか破面はや』粗い感じを示すものが多い。肉眼的には

珪質鉱（SK29～31），粗肌高磐土鉱（S：K33～34）およ

び粘土鉱に大別きれるが，山元ではそれほど厳密な区別

『をしない。

　主成分鉱物　　葉ロウ石・石英

　副成分鉱物　　カオリナイト・ダイアスポア・紅柱石

　　　　　　絹雲母・鋼玉・硫化鉄・金紅石

　葉ロウ石は微晶をなし，一般にはこれを素地として，

このなかに副成分鉱物を含んでいるが，低品位鉱石そは

微晶の石英集合体中に葉にウ石が点在している。

　石英が原岩の斑晶として残る場合は径0．15～1．00mm

の融蝕された円形をなして点在する。交代作用によつて

2次的に生成した石英はおxむね径0．015〆》0．03mm

程度の大きさであるが，ときには斑晶石英との中間程度

の大きさの集合体をなすこともある。

　カオリナイトは鉱石中に不規則な形の葉片状微晶集合

体をなしていることが多く，一般に量は少ないがとぎに

ほ鉱石中の約50％を占めるものがある。

　ダイアスポアは長さ0．15～0．5mm程度の大きさで，

多くめ場合周囲が変質し，環旨穿右によつて交代され不

規則な形を示す。

　紅柱石はほとんど無色，長さ0．05～0．50mm大の短

』柱状，粒状あるいは放射状結晶の集合体をなし，鋼玉も

短柱状あるいは放射状結吊の集合体をなし波状消光する

ものがある。両鉱物ともその割れ目に沿つて葉官ウ石が

生成されている。鋼玉は葉ロウ石によって交代されるこ

とが多しち

　絹雲母は鉱床の各所に脈状あるいは小塊状をなして産

するが，顕微鏡的にも，鉱石中に細脈，またほ小集合体

をなしている。絹雲母は葉ロウ石と区別しにくいが一般

に長さ0．05～1．00mm程度の鱗片状結晶であつて・こ

の試料をとつて化学分析およびX線試験を行つた結果は

第1表および第9図aの通りで，白雲母に近い絹雲母

に属している。

第1表　宇久鉱山産絹雲母の化学成分および耐火度

Sio2

．Tio2

A1203

Fe203

MgO
CaO
Na20

K20
H20（＋）

H20（一）

Total

SKl

SiO21R203

SiO2／K：20

R203／K：20

（1）

45．22

0．16

39。30

0．16

0．22

0．01

0．56

9．67

4．60

0．30

100．20

26

2．0

7．6

3．8

（2）

45．02

0．07

41。15

0．26
・0．29

0．01

0．20

8．43

4．58

0．14

100．15

28

1．9

7．3

3．7

，（3）

45．37

0．03

38、25

0．64

0．03

O．02

0．33

9．41

4。96

0．86

99。90

（1）2号鉱体，塊状絹雲母鉱qほとんど純粋な絹雲母

（2）　2号鉱体，徴晶絹雲母力・らなる塊状鉱

（3）4号鉱体，鱗片状絹雲母集合体

　　　　　　　　　（分析；安藤　武）

1P．9

8．4

4．5

　本鉱山の代表的鉱石の化学成分および耐火度の1例を

示すと第2表の通りである。

　（1）の葉ロウ石の部分の電子顕微鏡写真は図版2aの

通りで，あまりはつきりした形を示さない。また鋼ヨ三に

富む部分の顕微鏡写真を示すと図版1aの通り，鋼玉は

葉ロウ石によつて交代されているのが認められる1

本鉱山の鉱石は一般にロウ感に乏しく，光沢もなく，
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第2表ド宇久鉱山鉱石の化学成分および耐火度

試の
Sio2　0

Tio2

Al203

Fe203

MgO
CaO
：Na20

・K20’

H20（＋）

H20（一）

Ig．10ss

Total

SK

（1）

与5．04

0．11

39．05

0．23

0．04

0．01

0．02

0．10

5．30

0．30

（2）

58．23

39．65

0．63

3．24

100．20101．75
§4＋135

（3）

27．16

56．01

1．70

9．79

94．66

36十

（4）

45．63

49．85

0．53

4．51

100．52

34

（5）

54．37

34．30

1．07

7．88

97．62

33

（6）

82。76

13．03

0．53

0．37
tr．

2。01

198．70

33

　（2）～（6）の分析：　日本耐火工業株式会社奈古工場試験室

　（1）　5号鉱体，絹雲母を若干含むや」ロウ感の

ある粗肌鉱石。葉ロウ石およびカオリナイトを主成

分とし，ダイアスポア・紅柱石をや』多量に含み，

斑晶新石英を伴なうもの。

　（2）　3号鉱体，淡紫色綱玉・紅柱石の多い高馨

土鉱

　（3）　2号鉱体，肌が粗く，微細なダイアスポア
に富むもめ

　（4）　5号鉱体，良質鉱に網脈状の絹雲母を含む

もの

　（5）　角礫状粘土（破砕帯の試料〉，ロウ石粘土，

’耐火煉瓦用鎮石

　（6）　珪質並鉱，耐火煉瓦用鉱石

肌が粗いのが特徴で，副成分としてのカオリナイト・ダ

イアスポア・紅柱右・鋼玉などが鉱石の10～30％を占・

め，耐火度は高いはずであ為炉，その反面絹雲母が混在

するため鉱石の平均耐火度がや』低くなる傾向にある。

一般に出荷鉱石の耐火度は普通耐火練瓦用の並鉱がSK：

29～31，高馨土質鉱石はSK32～34程度である。（5）

の角礫状粘土は3号鉱体，5号鉱体の破砕帯から採掘さ

れるSK：．31～32の小礫混りの白色ないし淡褐色粘土で

ある。一般に本鉱床の鉱石は絹雲母の存在によつて焼成

の際焼締りがよく，良質の製品ができるといわれている。

5．1．6結び，

本鉱山の鉱床は，東西約500mにわたる熱水変質帯

中にほ黛同一地並に沿つて胚胎され，5つの鉱体が開発

されたが，さらにこの蒙質帯に同じような鉱床の潜在が

予想される。西方延長にも未開発の露頭があり，鉱量の

増加が期待される。

鉱石ほ葉ロウ石を主成分とし，副成分として石英・カ

オリナィ1ト、・ダイァスポア・紅柱石・絹雲母・鋼玉・硫』

化鉄および金紅石などを随伴する。耐火度はSK32厚34

程度の鉱石が多く，耐火煉瓦原料とLても良質であり，’

地元の奈古工場と相い伴なつて立地条件に恵まれている1

．から積極的な開発が望ましい。

　5、2　日耐奈古’鉱山

　5・2・1位置二交通おまび現況

　本鉱山は山口県阿武郡阿武町大字河内にあり，山陰線

奈古駅の東北東直踵約2．5kmの地点に位置し，この盟

はトラックを通ずる道路がある。

　鉱区番号　　山口県採登884号

　鉱業権者　　大阪市南区末吉橋通り4丁目16

　　　　　目本耐火工業株式会社

　沿革戦前小畑秀吉が開発し・次で現在の鉱業
権者の手に渡つた。2ヵ所の坑道と1カ所の露天で採掘

したが鉱床が小さいため掘りつくされ，休山中である。

　5．2．2地質・鉱床および鉱石

　鉱山附近の地質は第4図に示したように，流紋岩およ

び沖積層からなつている。鉱床は流紋岩中に径数mの

不規則塊状をなしていたというが，現在では掘りつくさ

トれて詳しいことは明らかでない。鉱石は葉営ウ石および

石英を主成分とし，ダイアスポア・鋼玉などを少量随伴

する。

　5．3名振奈古鉱山
　5．3．1・位置・交通および現況

　本鉱山は山口県阿武郡阿武町大字河内にあり，山陰線

奈古駅の東北東直踵約3kmの地点に位置する。奈古駅

から山元までトラック運搬が可能である。

　鉱業権者　、山ワ県阿武郡阿武町大字奈古　久保義昌’

　沿　　、革　　本鉱山の詳しい沿革は明らかでないが，

戦後名振鉱山合名会社ゐ下で開発されたことがあるとい

われる。現在までは久保義昌の手によつて月産50t足

らずの鉱石を採掘し，．名古屋方面へ陶磁器用として轟荷

している。

　5．3．2地質・鉱床および鉱石「

　本鉱山附近の地質は流紋岩および沖積層からなつてい

る。鉱床は流紋岩中に胚胎され，約60mを距てて第1

鉱体と第2鉱体とがある。

　第1鉱体：径約50mの不規則塊状をなす鉱体で部分

的に脈状あるいはレンズ状をなす良質部もあるが，全般

に珪質の鉱石が多い。

　第2鉱体二延長数10mの芋状をなし，珪質鉱中に光・

沢に富む不透明軟質鉱を含み，滑り面が発達し，全般に

わたつて暗色の硫化鉄の汚染部が多い。

鉱石はいずれも葉旨ウ石質ロウ石で，葉官ウ石・石英

を主成分とし，副成分としてダイアスポア・金紅石など

22一（88）

■



山口県阿武郡・佐波郡下・ウ石鉱床調査報告　（時津孝人・上野三義）

を随伴する。

鉱石は径0．015mm以下の粒状石英の集合体中に微

晶をなして約20～30％程度の葉官ウ石が入り混じつて

いるものが多い。ダイアスポアは0．05～0．15mmの短

柱状結晶で鉱石中に散点し，その周縁部は葉官ウ石に置

換されていることが多い。金紅石は径0．005～0．01mm

前後の微細な結晶として僅かに点在する。そのほか径

0．15～1．50mmの原岩斑晶が鉱石全体にみられる。普

通の鉱石はSK28～31程度のものが多い。

　陶磁器用として出荷されている代表的な鉱石の化学成

分および耐火度の1例を示すと第3表の通りである。

第3表　名振奈右鉱山鉱石の化学成分および耐火度

　　　　　『

　　　　　　（1）

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

MgO
CaO

84．88

0。07

11．51’

0．20

0．02

0．01

Na20’

K20
H20（一）

Ig．10ss・

Tota1・

SK

（1）

0．14
1．09

0．02

2．02

99．96

28

（1）粒状石英約60％，葉ロウ石約20％，ほか
に少量のダィアスポア・斑晶質石英および金紅石か

らなる。

　この分析結果からK：20の量がや二多く，顕微鏡
下では明らかでないが鉱石中に絹雲母が微量含まれ

ている疑いが濃い。比較的葉・ウ石の多い鉱石の顕

微鏡写真は図版2bの通Pで，石英と葉ロウ石が混
在するなかに周囲が葉・ウ右化したダイアスポアが

点在するのがみられる。

5．3．3結び

本鉱山の鉱床は一般に珪質部が多く，また硫化鉄の汚

染が著しく）品質に均質性がない。鉱床には良質鉱石の

量が少なく，．その規模も小さい。しかし本鉱床を中心と

して良質の露頭や目耐奈古・名振河内の旧坑もあるの

で，その方面の探鉱が必要である。

　5．4名振河内鉱山
年．4．1　位置・交通および現況

「本鉱山は第1図に示したように山口県阿武郡阿武町大

字河内にあり，．山陰線奈古駅東北東直距約3。5kmの地

点に位置する。奈古駅から山元までトラヅク運搬が可能

である。

　大正末期頃盛んに採掘され，戦後も一時名振鉱山合名

会社で採掘したというが詳細は明らかでない。現在旧坑

が埋没していて入坑宅きなかつた。

　5．4．2　地質・鉱床および鉱石

　本鉱山附近の地質は流紋岩および沖積層からなつてい

　る。鉱床は流紋岩中に胚胎されている。、お』むねN400

　戸）50。Eの方向に延び，NWに約350の傾斜を示す厚さ

、2～5mのレンズ状鉱床である。

～　鉱石は全般的に．脆軟な淡灰色不透明鉱石で，葉鮮ウ石一

　を主成分とし，石英・カオリナイトおよびダイァスポァ

　を少量含んでいる。

　5．5奈古河内鉱山
　5．5．1　位置・交通および現況

　　本鉱山は山口県阿武郡阿武町大字河内町にあり，山陰

　線奈古駅東北東直踵約4kmの地点に位置し，奈古駅か

　ら山元まではトラヅクを通ずることができる。

　鉱区番号　　山口県採登819号

　　鉱業権者　　兵庫県神戸市長田区日吉町5丁目86

　　　　　　松田洋明
　沿　　革　　本鉱山は大正末期頃露天掘で採掘し，九

　州方面へ耐火原料として出荷したという。昭和18年頃

　にも僅かに採掘されたが，昭和21年，現在の鉱業権者

　によつて再開され，いままでに約10，000tを出荷した

　といわれる。、現在ルツボ用・陶磁器用・粕薬用・耐火物

　原料用などに少量づつ出荷している。

　　5．5．2地質・鉱床および鉱石

　　鉱山附近の地質は第4図に示したように流紋岩および

　沖積層からなつている。鉱床は流紋岩中に胚胎する不規

　則塊状の葉冒ウ石鉱床で，地表では径約50mの間が珪

　質ロウ石からなり，約30m下部では径約15mになり

　硫化鉄の鉱染帯匠移化する。鉱床はSK30’》32程度の

　珪質鉄をi主とし，このなかに葉ロウ石とカオリナイトか

　らなる5～10mの良質部がポケヅト状に生成されてい

　る。この良質鉱がルッボ用の特殊ロウ石としておもに出

　荷されている。

　　鉱石は葉旨ウ石を主とし，石英・カオリナイ下1・ダイ

　アスポアなどを随伴し，比較的良質の鉱石が多い。良質

　の鉱石では葉ロウ石は微晶をなして鉱石の素地をなし，

　2次的に晶出された径0．015mm内外の石英粒がわず

　かに散点し，カオリナイトは径0．15～・1．00mmの小集

　合体をなして葉冨ウ石の集合体中に含まれている1ダイ

　アスポアは半自形を呈し葉ロウ石によつて一部交代され

　ている。珪質貧鉱部になると0．5《・1．00mmの斑晶質

　石英と微細な石英の量が多くなる。

　　本鉱山の代表的鉱石の分析結果および耐火度試験結果

　の1例は第4表の通りである。

　　上記分析試料（1）と同じものについて示差熱分析を行

　つた結果は第3図aの通りで，葉ロウ石の曲線のほか，

　カオリナイトの曲線もわずかに現われている。また同じ

　試料の顕微鏡写真は図版2cの通りである。
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第4表奈古河内鉱山鉱石の化学成分および耐火度

盛ボ欝

Sio2

Tio2

AI203・

Fe203

MgO，
CaO
Na20

K20
H20（＋）

H：20（一）

TotalF

SK

（1）、

58．56

0．08

33．13

0．09

0．01

0．01

0．10

0。04

7，88

0．26

100，16

35

（2）

80．7β

0．08

15．26

0．20

0．01

0．01

0．09

0．01

3．40

0．12

99．94

32

（1、）　・ウ感に富む良鉱，ほとんど葉・ウ石から

なり，径約1．00mm大の小孔を埋めてカオリナイ
トの集合体を僅かに含む5

（2）　やN珪質，（1）よりも微細な石英および原

岩の斑晶質石英をやΣ 多く含む。

5．5．3結び

本鉱山の鉱床の規模はそれほど大きくはないが，局部

的にほとんど葉官ウ石のみからなる小鉱体が点在してい

るので，、ルッボ用などの特殊ロウ石として期待できる。

5．6木与鉱山
5．6．1　位置・交通および現況

本鉱山は山口県阿武郡阿武町大字木与にあり，山陰線

木与駅西方直踵約怨mの地点に位置する。木与駅から

山元までは三輪車を通す道路がある。

鉱区番号　　山口県採登826号

鉱業権者　　岡山県和気郡三石町大字三石2，224

　　　　西角昌義
沿　　革　　昭和13年品川白煉瓦株式会社によつて

開発され，同28年現在の鉱業権者の手に渡り，こんに

ちに至つている。鉱石月産約100t，そのほとんど全部

を和気耐火工業株式会社へ送つている。

5．6．2地質・鉱床および鉱石

本鉱山附近の地質は第4図に示したように，黒雲母花

崩岩・流紋岩および沖積層がらなつている。黒雲母花嵩

岩および流紋岩はいずれも宇久鉱山附近のものと同源の

岩石である。

鉱床は流紋岩中に胚胎され，や二広い範囲にわたつて

珪化された変質母岩中に生成されている。鉱体はほ黛

N100W方向に30m以上延び，幅約20mの規模があ
り，北東に40Qの傾斜を示す不規則レンズ状をなしてい

る。鉱床全体にわたつて葉片状絹雲母の脈あるいは塊が

散点し，また鉱床の周辺には黄鉄鉱の鉱染が著しく，薄

い珪化帯によつて囲まれている。

「鉱石は一般に粗粒状肌をなし，光沢と戸ウ感がなく，

灰色部と白色部とが不規則な縞ないしは斑をなすことが

多い。外観は宇久鉱山の鉱石ときわめてよく類似し，耐

火煉瓦用鉱石として焼き締りがよく，もつぱらこの種原

料として愛用されている。

鉱石の主成分鉱物は葉戸ウ石で，多くのダイアスポア

および紅柱石を含み，少量の鋼玉ならびに脈抹の絹雲置

を伴なつている。良質の鉱石を検鏡すると，微晶葉ロウ

石が素地をなし，このなかに大部分が葉戸ウ石によつて

交代されて結晶形の不明瞭なダイアスポアおよび長さ

0．15’｝0．50mmの短桂状，あるいは粒状をなした紅柱

石が多数散点している。紅柱石の周囲はや二変質して葉

戸ウ石が生じている。絹雲母は長さ0．15～0．50mmの

結晶で細かい脈をなし，鋼玉は僅か延点在しているにす

ぎない。2次的な石英も少量含まれている。

代表的鉱石の化学分析結果および耐火度試験結果の1

例は第5表り通り．である。

第5表　木与鉱山鉱石の化学成分および耐火度

試1
Sio2

Tio2

AllO3

Fe203

MgO
CaO

（1）

55．52

0．43

33．43

0．30

0．05

0．04

1＼試料

編投
Na20，
K20
H、O（＋）

H20（一）

Total

SK

（1）

0．18

0．74

8．58

1．00

100．27

34

　（1）光沢，・ウ感を欠ぐ灰白色鉱，葉・ウ石を

主成分とし，ダィアスポア・紅柱石を多量に含み，

絹雲母・鋼玉および2次的石英を少量含む鉱石

5．6．3結び

本館山附近には現在g切羽以外に2，3の旧採掘場もあ

り，焼ケ峠を中心として同じような鉱床の潜在が予想さ

れる。鉱石は葉官ウ石質にウ石で耐火煉瓦用として良質

であり，この地区での積極的開発が望ましい。

’5．7大平鉱山

5．7．1　位置・交通および現況

本鉱山は山口県阿武郡阿武町大字田部にあり，山陰線

木与駅北東方直踵約3kmの地点に位置する。木与駅か

ら山元まではトラヅクを通ずることができる。木与鉱山

は山を距てた南側にある。

鉱区番号　　山口県採登823号

鉱業権者　・岡山市東中山下109　明治産業株式会社
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　　　　　　　　　　E沿　　P革　　昭和13年初めて発見され，戦時中盛ん

に稼行された。現在月産約150tを自社の工場へ出荷し

ている。

5．7．2地質・鉱床および鉱石’

鉱山附近の地質は木与鉱山と同様の流紋岩によつて構

成され，鉱床は流紋岩中に胚胎される。鉱床は数10m

の不規則芋状の交代鉱床で，このなかに約300t程度の

塊状富鉱部が点在する。鉱石は宇久鉱山ないし木与鉱山

のそれときわめてよく類似しているが，やニカオリナイ

トが多い。代表的鉱石について分析した結果は第6表の

通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　ノ

第6表大平鉱山鉱石の化学成分および耐火度

第7表名振鉱山鉱石の化学成分および耐火度

ボ料

』試
・Sio2

Tio2

A1203

Fe203

MgO
CaO

（1）

・44．24

　0．74

44．74

　0．44

　0．06

　0．12

、鹸轡
　　　　　（1）
　　　　

Na20
Kl20

H，0（＋）

H20（一）

Total

l　SKヌ

Sio2

A1203

Fe203

CaO
MgO

』Na20

K20
Tio2

S
Ig．10SS

Total

SK

0．27

1．31

7．70

0．60

100．24

35十

紫色部

58．36

31．65

0．86

0．70

0．11

0．26

tr．

1．00

0．041

6．98

99．961

31．5十

白色部

（1）　灰白色，光沢がなくきめの粗い良鉱，セリ

サイトの散点が認められる。鏡下では葉ロウ石・カ

オリナイト・石英を主とし，紅柱石・絹雲母などを
伴なう。

　（1）と同一試料からカオリン鉱物を集めて示差熱分析

した結果は第8図bの通りであり，カオリナイトの吸

熱・発熱曲線とほ聖一致する。また紅柱石の多い部分の

顕微鏡写真は図版2dの通りである。

5．7．3結び

本鉱山の鉱石は宇久鉱山や木与鉱山のそれときわめて

よく類似し，耐火煉瓦用として良質である。切羽附近に

は2～3の露頭も点在し，さらに下部の延長が予想され，

鉱量の増加が期待できる。

5．8　名振鉱山のロウ石鉱床概要

本鉱山は山口県阿武郡阿武町大字宇田郷にあり，山陰

線宇田郷駅北東方直距約3kmの地点に位置する。県道

が鉱山のすく側を通り，鉱石の搬出は便利である。、

，本鉱山についてはすでに岩生周一が詳しい調査を行つ

た7）。それによると鉱石は葉ロウ石・カオリナイトおよ

び石英を主成分とし，副成分として含チタン赤鉄鉱およ

び褐鉄鉱を伴なつている。その化学分析結果および耐火

試験の1例を示すと第7表の通りである。

　5．9須佐鉱山
　5．9．L位置・交通および現況

56．86

34．05

0．31

0。34
0
、
．34

0．24
tr．

0．90

0．032

6．92

99．992

32．1

　　　　　　分析：八幡製鉄所監理部検定課

紫色部；葉ロウ石・紅桂石・石英・カオリナィト
を主成分とし，金紅石・硫化鉄・褐鉄鉱を随伴する。

白色部：葉ロウ石・カオリナイト・石英を主成分

とし，副成分として紅柱石・赤鉄鉱・金紅石を伴な

う。

本鉱山は山自県阿武郡須佐町大字北谷にあり，山陰線

須佐駅東方直距約1kmの地点に位置する。山元までト

ラックが乗り入れられる。須佐駅近くにある耐火煉瓦工

場まで約1．5km，鉱石の搬出はきわめて便利である。

鉱区番号

鉱業権者

沿　革

山口県採登834号

山口県阿武郡須佐町4，929の1

西日本炉材工業株式会社

大正の初期，地元の人々によつて発見さ

れ，第1次世界大戦当時は八幡製鉄所の炉材用として盛

んに採掘された。その後一時中止し，昭和10年から再

開され昭和16年12月須佐町に耐火煉瓦工場を建設し，

採掘から耐火煉瓦製造まで行つてきた。戦後休山したが

29年4月以降現在の鉱業権者によつてふたΣび稼行さ

れ，月産約120tの出鉱量がある。

5．9．2　地質および鉱床

本鉱山附近は流紋岩地帯であつて流理構造のある流紋

岩・聯晶質流紋岩・酸性凝灰岩などが露出する。山元附

近の流紋岩は鉱床を中心として北東～南西方向に延長約、

200m，幅約100mの熱水変質帯と，ほ讐東西方向に延

長約300m，幅約100mの2つの熱水変質帯があり，

いずれも小丘陵地の中腹附近の交代作用が進んだ所にカ

オリン質の小鉱体が散点している。前者の変質帯からは

西鉱体・南鉱体・北鉱体などの小塊状の鉱体が，また後

者からは旧鉱体・東鉱体および野村鉱体がそれぞれ発見

された。
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　　西鉱体は径約20mの規模をもつや』不規則塊状の鉱

　体で，良質な鉱石は少ない。

　　南鉱体はNE《’SW方向に約50m，幅約，40m，厚さ

　約20mの不規則な偏平レンズ状の鉱体で，ロウ感と光

　沢に冨む半透明軟質鉱からなつているが，水酸化鉄の附

　着による紫褐色の部分が多い。　　　　　　　　　　，

　　北鉱体は熱水変質帯と珪質の貧鉱帯とに挾まれて生成

　’され，N60。E方向に約30m，約10mの厚さをもち，

　50・》600Nの傾斜を示す芋状の鉱体である。

　　旧鉱体は採掘場が水没あるいは荒廃して詳しいことは

　明らかではないがタ昭和16醒17年にかけてきわあて良

　質の鉱石を採掘したとい晃
　　東鉱体は一般に低品位の鉱石が多く，良質部はN70。W

　延長方向に約20’m，厚さ1～3m，40～500S、の傾斜を

　示す。鉱体の各所に不規則な珪質部が挾在され均質性を

　欠いている。

　　野村鉱体は東鉱体の東延長部にあだり，珪化帯中に胚

　，胎されている。数mの厚さでN－S方向に延び，東へ

　．40。の傾斜を示すレンズ状鉱体である。野村鉱体の近く

　には大正時代に採掘されたといわれる掘り跡もあるが，

　現在では良質の鉱石は認められない。なお野村鉱体は野

　村某の所有のものというが詳細が不明であるので，便宜

　上こ瓦へ入れておく。。

、　　鉱石は一般に．カオリナイトを主とし，ダイアスポア・

　石英を僅かに含んでいる。半透明の良質鉱はほとんど

　カオリナイトだけの集合塊であるが，珪質鉱には径0．50

　～3．00mm大の斑晶石英を認め，径0．05・）0．03mm‘

　の大きさのダイアスポアが散点する。低品位鉱石におい

　ては原岩の流理構造を残し，径0．50～2．00mmの大き

　さをなして不規則な形状のカオリン鉱物の集合する部分

　が多い。鉱石中に．は部分的に．明馨石が伴なわれて6る。

　・本鉱山の代表的鉱石について化学分析と耐火度試験を行

　つた結果は第9表の通りである。

第9表須佐鉱山鉱石の化学成分および耐火度

　東鉱体の半透明良質鉱．（ほとんどカオリナイトだけか

らなるもの）について示差熱分析を行つた結果は第8図

cの通りであり，同一試料を電子顕微鏡で撮影した結果

は図版20の通りである。またこれと同一試料について

X線試験を行づた結果は第9図bの通りであり，カオリ

ン鉱物はカオリナイトでありこれに石英が伴なつている

ことがわかる6　’

、5．9．3結び

　本鉱山附近には2つの大きい熱水変質帯があり・この
1
な かに多数の鉱体が発見され，今後も新しい鉱体ゐ開発

が期待でぎる。鉱石はカオリナイトを主とし，少量の石

英・ダイアスポア・明パン石を伴なつている。一般に．

SK：32ヴ34の喬耐火度の鉱石が多いが，水酸化鉄によ

る紫褐色汚染部が多いのが欠点である。近くに耐火煉瓦．

工場もあり，積極的開発が期待される。　．

　5．10岩尾鉱山

　本鉱山は山口県阿武郡須佐町大字野尻にあり，須佐駅

非東方直距約3kmの地点に位置する。山元から須佐駅

までほトラック道路があり交通の便はよい傍

　鉱業権者　　山口県阿武郡須佐町　斎藤至弘

　沿　　革　　昭和12年耐火煉瓦原料用，硬質陶器原．

料用として開発され，昭和18年から19年にかけて盛ん

に出荷したが戦後は短期間採掘されただけで，現在は休．

止中である。

　鉱床は珪化された流紋岩中に径約40mの不規則塊状

をなすカオリン質鉱床でカオリナイト・石英からなる鉱

石が多い。須佐鉱山の鉱床と酷似するが量的に乏しい。

　5．11東谷鉱山

　5．11．1位置・交通および現況

　本鉱山は山口県阿武郡田万川町大字瀬尻にあり，山陰

線江崎駅南方約3kmの地点㌍位置する。山元から江崎

駅まで小型トラヅクで運搬する。

　鉱区番暮，　山口県採登915号

鉱業権者・

＼試料
惑，尋＼

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

MgO
CaO

（1）

54．04

0．，24

33，86

0．56
0．01’

0．01

盛斌
：Na20

K2Q
H20’（＋〉

H20（一）

Total

SK

（1）

沿　革

兵庫県有馬郡三田町647

関西珪酸盗鉱業有限会社

大正の初期に稼行され九州方面へ出荷し

0．09

0．20

10．97

0．24

100．04

34十

（1〉北鉱体の鉱石ゴカオリナイトを主とし少量

のダィアスポア・斑晶石英を伴なう。

．た。昭和14年頃から第2次世界大戦中には耐火原料用

として岡山・大阪・四国・九州方面へ出荷し，戦後二時

休山した。その後稼行は断続的に行われている。

　5．11．2地質・鉱床および鉱石

　本鉱山附近の地質は第5図に示すように流紋岩が広ぐ

分布し，これを貫ぬく安山岩岩脈がある。広範囲にわた

つて珪化され，各所に葉獄ウ石化された部分が露出する

が，稼行される鉱床は主として本坑一中2坑一3坑一上

2坑を連ねる地域に集中している。鉱床は珪化された熱

水変質帯中に小さな鉱体として多数生成されている。鉱

26一（92）

／



山口県阿武郡・佐波郡下ロウ石鉱床調査報告　（時津孝人・上野三義）

考ぢoκ虚

　1乞P

　ミ
　、

　　　　　　　　穆5　土2坑’、

》・諺1

　　　　　　　勿辮

轟
》

》う

／

　、，，新坑

　　　　　　　が
反

控
＼［コ灘

升
手

1
1’

1Eヨ安山藷

睡幽葉ろう礁

　　灘講慧欝　ナイ・

0 50 100腋

’

第5図東谷鉱山附近地質鉱床図

床はいずれも数m程度の不規則塊状あるいは木規則レ

ソズ状の珪質鉱を主とするもので，まれにダイアスポア

だけからなる小鉱体やカオリナイトに富む部分あるいは

明バン石とカォリナイトからなる部分を伴なつている。

不純物としては微細な赤鉄鉱が墨流し状に混入してい

る。

　鉱石は葉甘ウ石および石英を主成分とし，ダイアスポ

ア・カオリナイト・明バン石などを伴なつている。

　葉ロウ石は微細な結晶をなし，細粒石英の集合体中に

入り混じつて全体の30～50％程度を占める場合が多く，

良質になるに従がつてその量をまし，良質鉱ではこれが

素地をなLて他の随伴鉱物がこのなかに点在する。石英

は一般に細粒であるが，貧鉱部ほど径0．15～1．00mm

、大の原岩の斑晶が残つている。ダイァス鉱のダイアスポ

アは長さ．0．5mm内外の短柱状結晶をなし，ときをとは

これが80形にも達する鉱石がある。またロウ石の集合

体中に径0．15～3．bOmm大のカオリナイトの球状集合

体が散点し，あるいはカオリナイトと葉ロウ石の量が相

半して不規則に混在する場合がある。しかし鉱床全体か

らみるとカオリナイトの量は僅かである。明バン石は一

般に珪質な部分に少量認められるが，ときには明バン石

が葉ロウ石と共存して多量に含まれ，淡紅色を呈するも

のがある。この部分の試料について示差熱分析を行つた

結果瞳第9図hの通りで，明ノミン石の曲線と一致するp

代表的鉱石について化学分析および耐火度試験を行つた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼結果は第10表の通りである。

耐火度試験の結果はSK：34で鉱物成分および化学成

第10表東谷鉱山鉱石の化学成分および耐火度

　　　　ゴ

Sio2’

Ti20

Al203

Fe203

MgO
CaO

　8

（1）

74．22

0．19
2■．39

0．10

0．01

0．01

Na20

K20
HO2（＋）

H20（一）

Total

SK

（1）

0．12

，0．01

3．83

0．16

100．04

34

（1）　クレー用ロウ石，並級耐火物，やx珪質鉱。

葉ロウ石・石英を主成分とし，少量のダイアスポア
を含む。
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分上からも疑問の点が多いが参考のため一応記載

する。

　カオリナイトの多い部分の試料を示差熱分析し

た結果は第8図dの通りである。またダイアス鉱

および代表的鉱石の顕微鏡写真は図版2e，fの

．通りで，後者のダイアスポアは葉冒ウ石によつて

交代されているのが明らかに認められる。

　5．11．3結び
　本鉱山の鉱石は一般に葉ロウ石・石英を主とす

　　　V
　　　レ富鉱部’y　v　vポじ”
5κ32ナー34　　　　v・

　　　力才リン鉱床
　　　5κ夕～52

／
珪化帯

0

v．．v．v．貸．　’＼硫化鉄鉱

　　　　γVv〉染帯
　刀才リン化流紋岩（貧鉱部）

　　5κ5グ～31
5Q「n

るが，ダイアスポア・カオリナイト・明・ミン石等の小鉱

体が局部的ではあるが近接して伴なわれるのが特徴的で

ある。また鉱床周辺の粘土化した部分はロウ石粘土とし

て耐火物に利用され，SK：31ん32．の耐火度炉ある。珪

質鉱の量は相当多く，陶磁器用としての利用が期待され

る。

　5．12藏田鉱山
　5．12．1　位置・交通齢よび現況

　本鉱山は山口県阿武郡阿東町大字徳佐にあり，山口線

徳佐駅南西方直踵約2kmの地点に位置する。徳佐駅か

ら山元まではトラヅクを通ずる道路がある。

　鉱区番号　　山口県試登6，667号

鎌多擁癬磐講

ノ五霧灘膨・鑛難

□
、

沖積層

目決積層

懸鯛取喘
翅流紋岩

團鯛礁蝸花嘩。
2kn

第6図　蔵田鉱山・鍋倉鉱山附近地質図

第7図　蔵田鉱山カオリン質ロウ石鉱床理想断面図

鉱業権者　　戸畑市昭和通り二丁目

　　　　　戸畑耐火煉瓦製造所

沿革現況　　昭和13年頃から開発され，昭和19年ま

で戸畑耐火煉瓦製造所が小規模に稼行した。終戦後一時

休山したが昭和23年からふた玉び採掘し，現在月産約

500tの鉱石を出荷している。鉱石は本社の工場旭ガ

ラス尼崎工場等へ送つている。

5．12．2地質・鉱床および鉱石　　　　　　　一

鉱山附近は第6図に示すように・撤岩地帯であつて，

流紋岩はやX広い範囲にわたつて珪化作用を受けてい

る。第7図に示すように珪化帯を帽岩として下部のカオ

リソ化母岩中に東西約100m，南北約60m，厚さ約5

mの規模をもつ不規則偏平レンズ状のカオリソ鉱床が

主要鉱床であつて，この周辺に厚さ1m足らずの小鉱

体が附随的に生成されている。主要鉱床は多孔質の珪化

帯直下に胚胎ざれ，上盤際にほ青粘土と称する粘土化し

た硫化鉄鉱染帯が発達し，鉱床のほ璽中央部に．ほどんど

石英を含まないSK33～36程度の鉱石からなる富鉱部

がある。鉱床の上盤側を除いて鉱床の周辺は一般にカオ

リソ化作用が進んでいて，母岩の斑晶石英が多いS：K

30～31程度の貧鉱部へ移化し・ている。

　また本鉱床や周辺の母岩の割れ目を満たした脈状粘土

が認められ，この粘土に関する研究15》16）によれば長週期

粘土鉱物であつて，明らかにカオリン質＃ウ石鉱床生成

後の産物である。

　鉱石は一般に暗灰色ないし暗飴色，ときに黒色を呈

し，厚さ0．1～10．Omm程度の半透明なカオリナイト

塊と珪質のカオリナイト・石英からなる部分とが縞状を

なすもの，流状構造をなすもの，珪質部とカオリナイト

塊とが混じりあつたものなどが多いが，富鉱部の鉱石は

ほとんど石英がな《透明感，質ウ感の強い軟質塊鉱であ

る。

　主成分鉱物　カオリナイト

　副成分鉱物　石英

　SK33～35程度の鉱石はカオリナイトの含有量が約

90％域上あり，最上鉱はSK：35十に達する。僅かに

0．5～2．5mmの斑晶石英を含む。SKl31～32の珪質鉱
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第11表蔵田鉱山鉱石の化学瞬分および耐火度 α

試料
Sio2

Tio2

A1203

Fe203

MgO
CaO
Na20

K20
H、O（＋）

H20（一）

Ig．10ss

Total

SK

（1）

50．08

0．41

36．16

0．25

0．01

0．Ol

O．13

0．03．

　0．54

12．52

100．14

35十

（2）

49．80

0．39

36．78

0．05

0。01

0．01

0．13

0．02

12．34

0．54

100．07

35十

（3）

66．37

0．24

23．74

0．63

0．q8

0．06

0．35

8．53

100．00

33一

　　　　　　　　　（3）の分析　・：旭ガラス尼崎工場

　（1）　ほとんど純粋なカオリy質ロウ石，僅かに

斑晶石英を含む。

　（2）　同上，（1〉よηやN良質

　（3〉　珪質鉱

は鉱床中で過半量を占め，カオリナイトは60～70％程

度である。そめほかに角礫状の鉱石が少量ありロウ石粘

土（SK33一）として出荷される。代表的鉱石の化学成分

および耐火度は第11表の通りである。

　分析試料（2）と同一試料および同質の鉱石について示

差熱分析を行つた結果は第8図e，fの通りである。

　分析試料（2）についてX線調験を行つた結果は第9図

cの通りで，この鉱石はカオリナイトに石英およびダイ

アスポアを伴なつたものであることが明らかである。

　5．12．3結び

　本鉱山の鉱床はカオリソ質獄ウ石鉱床で，その規模も

本地域では最も大きく，『2～3の旧坑や露頭の探鉱が進

めばさらに．鉱量の増加を望みうる。鉱石はカオリナイト

を主成分とし，少量の石英を随伴し一般にSK：32～34

程度の鉱石が多い。交通。搬出ともに便利であり，今後
’
の
開
発 が期待される。

　5．13鍋倉鉱山

　5．13．1　位置し交通および現況

　本鉱山は山口県阿武都阿東町大字鍋倉にあり，山口線

地福駅東方直距約2kmの地点に位置する。地福駅より

山元までは三輪車を通す道路がある。，

　鉱業権老　　大阪市南区末吉橋通り4丁目16

　　　　　　　目本耐火工業株式会祉

　沿　　革 本鉱山は大正の初期から終戦時まで稼行

叢

汐

吸

熱

C

d

6

r

9

カ

100　　　　　200　　　　　300　　　　400　　　　500　　　　　600　　　　　700　　　　　800　　　　　9クO　　　　ZOOO℃』

第8図　各鉱山産鉱石の示差熱分析曲線

a　　奈古河内鉱山鉱石

b　大平鉱山カオリン鉱物

c　須佐鉢山鉱石

d　　東谷鉱山カオリン鉱物

eうf蔵田鉱山鉱石
g　　滑鉱山鉱石

h　　東谷鉱山明ノミン石鉱石

されたというが，最近は稼行されていない。

　5．13．2地質・鉱床および鉱石

　本鉱山附近の地質は流紋岩からなつている。鉱床は流

紋岩中に胚胎され，走向ほ貸東西，南へ約100傾斜し，

傾斜方向に約50m延びる偏平レンズ状をなす。鉱石は

葉ロウ石を主とし，鏡下では少量の微晶石英粒および径

0。5～1。Ommの大きさの六角板状結晶あるいは放射状

に集合する鋼玉ならびにごく少量のダイアスポアを伴な

つている。一般に葉ロウ石の量がきわめて多く，光沢・

にウ感に富む良質の鉱石が多い。代表的鉱石の化学成分

29一（95）



、

地質調査所月報（第9巻第2号）

　　　　1

0

．る

一

ご一
o

∠）

’

　　　　　　／

・」
5　　　　　／0・　　　／5　　　　20

0．宇久鉱山絹雲母
　b．須佐鉱山力オリナイド
　0．！蔵田鉱山力オリナイト

ご．滑鉱山力オリナイト

25　　　　30　　　35　　　　40　　　　45　　　　50　　　55　　　　60　　　65 70　　ス5　　80
　　・∫～θo色ダ昭εδ¢ακ〆ノ

Olguo漉
ρ；痂彦ρo昭

第9図　代表的鉱石のX－ray　diffraction　pattem

30一（96）



山口県阿武郡・佐波郡下ロウ石鉱床調査報告　（時津孝人・上野三義）

第12表　鍋倉鉱山鉱石の化学成分および耐火度

，試
Sio2・

A1203

Tio2

Fe203

M90
CaO

（1）

58．48

33．62

0．／4

0．18

0．01

0。01

試料
Na20

K20
H20（＋）

H20（一）

Tota1　、

SK

第13表滑鉱山カオリy質ロウ石の化学成分

　　　　および耐火度
（1）

0。38

1．53

5．28

0．15

99．78

35十

　（1）葉ロウ石を主とし，’少量のコラyダムを含
む。

および耐火度の1例を示すと第12表の通りである。

分析結果をみるとK・0の量がやx多いが，鏡下では

絹雲母，あるいは明容ン石の存在は確かめ得なかつた。

しがし原口九万の調査結果4）では絹雲母の存在が確かめ

られており，本鉱石中にも少量の絹雲母の存在が予想さ

れる。

5．13．3結び

本鉱山の鉱床の規模はさほど大きくはないと推定され

るが，鉱石はほとんど葉官ウ石のみからなる良質なもの

．が多い。

5．14滑鉱山
5．14．1　位置・交通および現鋭

本鉱山は山口県佐波郡徳地町大字滑にあり，山口線地

福駅南方直距約8kmの地点に位置する。山元まで林用

道路が通じトラヅクの運行が可能である。

鉱区番号　　山口県試登6，873号

鉱業権者　　大阪市南区末吉橋通り4丁目16

　　　　目本耐火工業株式会社
沿’革　　大正の初期頃に開発されたが昭和14年

黒崎窯業が採掘し，18年現在の鉱業権者に移り，戦後ま

で断続して採掘し，現在は休山状態にある。

5．14．2地質・鉱床および鉱石

鉱床附近は流紋岩が広く分布し，これを母岩として鉱，

床が胚胎されている。坑道の大半浮埋没し，調査不能な

所が多いが坑内の一部では厚さ数10～10数cmの間に

、珪質鉱と良質鉱がほ黛水平に縞状配列を示している。こ

の鉱石は葉ロウ石を主成分とし，微細な石英，径0．10

＾’0．15mmのダイァスポアを伴なつているが，貯鉱場

の鉱石はほとんどカオリナイトを主成分とし，僅かに径

く）．15～0．50mmの斑晶石英を含んでいる。カオリン質

ロゥ石は1mm～数c∠nの軟質木透明のカオリナイトと

硬翼灰白色のカオリナイト・石英からなる部分が縞状を

なしでいる。本鉱山の鉱石と蔵田鉱山の鉱石は外観，性

状ともよく類似している。カオリン質ロウ石の化学分析

試料
SIO2

Tio2

A1203

Fe203

MgO
CaO

（1）

45．02

0．31

40．69

0．18

・0．01

0．01

：Na20

、K20
・H20（＋）

H20（一）

Total

SK

（1）’

0．03

0．01

13．63

0．20

100．09

35十

（1）　ほとんどカオリナイトのみ，斑晶石英を僅

かに含む。

結果および耐火度試験結果は第13表の通りである。←

（1）について示差熱分析を行つた結果は第8図gの

通りである。また同一試料についてX線試験を行つた結

果は第9図dの通りでほとんどカオリナイトのみから

なつている。

　　　　　　　　　　　　　　　ノ5．14．3結　び・

本鉱山附近には古くから多くの鉱床があり，大正の初

期から採掘されている。最近林用道路が整備され，鉱石

ρ搬出が便利となつたのでこの方面の鉱床の発開が期待

される。

6．結』論
本地域のロウ石鉱床は名振鉱山の鉱床を除いて大部分

が流紋岩ないし石英斑岩中に胚胎されている。鉱床は葉．

ロウ石鉱床とカオリン質ロウ石鉱床とに分けられる。

r葉戸ウ石質官ウ石鉱床

宇久・日耐奈古・名振奈古・名楓河内’・奈古河内・大

平・木与，・名振・東谷・鍋倉・滑の一部

カオリン質ロウ石

須佐・岩尾・蔵田・’滑・東谷の一部

葉ロウ石質質ウ石は葉官ウ石を主成分とL，石英・ダ

イアスポア・紅柱石，鋼玉・絹雲母・カオリナイト・明

バン石・金紅石・硫化鉄・赤鉄鉱などを伴なつている。

カオリン質ロウ石はカオリナイト『を主成分とL，石

英・ダイアスポア，明バン石を少量伴なつている。・

鉱床の一つ一つの規模はそれほど大きくはないが，広

い地域にわたつて分布する流紋岩ないし石英斑岩中には

多くの熱水変質帯があり，数多くの鉱床が発見され稼行

されており，これらのほかにも鉱床の潜在が予想される。

交通搬出ともに便利な所が多く，耐火煉瓦用とLて良

質なものも多く，またやX珪質なもので陶磁器用として

利用されるものを含めれば相当量の鉱量が見込まれ，こ

の方面の探鉱・開発が期待でぎる。
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a　宇久鉱山鉱石

　平行ニコル

1mm

b　名振奈古鉱山鉱石

　直交昌コル

Imm

c　奈古河内鉱山鉱石

　直i交ニコル

1mm
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d　大平鉱山鉱石

　平行ニコル

1mm

e　東谷鉱山ダイアスポア鉱

　　平行ニコル

難

lmm

f　東谷鉱山鉱石

　平行ニコル

lmm

P：葉ロウ石　　Q二石英

図版1　各種鉱石の顯微鏡写真
D：ダイアスポア　　K：カオリナイト A：紅柱石　 C：鋼玉



薩…甜鑑，1

a宇久鉱山二葉ロウ石

P灘■

嚢！

　　　　　　蝋、．灘繍　l

　　　　b須佐鉱山鉱石

図版2代表的鉱石の電子顯微鏡写真




